
営農情報
―
田
植
え
作
業
は
急
が
ず
に
、

温
暖
な
日
を
選
び
ま
し
ょ
う
―

・
田
植
え
作
業
は
、
日
平
均
気
温
14
℃
以
上
（
中

苗
）、
で
き
れ
ば
最
高
気
温
20
℃
以
上
の
温
暖

な
日
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
最
高
気
温
15
℃
以
下

の
低
温
時
や
強
風
の
時
は
見
合
わ
せ
ま
し
ょ

う
。

・
田
植
え
直
後
は
、
活
着
を
促
進
さ
せ
る
た
め
、

水
深
４
㎝
程
度
の
湛
水
状
態
と
し
て
保
温
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

・
補
植
用
余
り
苗
は
、
い
も
ち
病
が
発
病
し
や

す
く
伝
染
源
に
な
り
ま
す
。
補
植
を
行
う
場
合

は
、
田
植
え
後
速
や
か
に
実
施
し
、
補
植
終
了

後
は
直
ち
に
泥
に
埋
め
る
な
ど
し
て
処
分
し
て

く
だ
さ
い
。

―
分
げ
つ
を
促
進
さ
せ
る水管

理
に
つ
い
て
―

・
高
品
質
・
良
食
味
米
の
生
産
技
術
と
し
て
強

勢
（
初
期
）
分
げ
つ
の
確
保
が
重
要
で
す
。

・
分
げ
つ
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
は
、
水
温
の

日
較
差
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。「
早
朝
か

ん
水
・
日
中
止
水
」
を
基
本
に
、
気
温
が
15
℃

以
上
の
場
合
は
浅
水
管
理
、
15
℃
以
下
の
寒
い

日
は
深
水
管
理
と
し
ま
し
ょ
う
。

・
分
げ
つ
の
発
生
最
適
条
件
は
、
最
高
水
温

30
℃
、
最
低
水
温
15
℃
、
日
平
均
水
温
23
～

25
℃
で
す
。

・
ア
オ
ミ
ド
ロ
や
表
土
は
く
離
等
が
発
生
し
た

場
合
は
、
早
朝
や
降
雨
日
に
水
の
入
れ
替
え
を

行
っ
て
発
生
を
抑
え
ま
し
ょ
う
。

―
除
草
剤
散
布
は
、
効
果
を
最
大
限

発
揮
さ
せ
ま
し
ょ
う
―

・
雑
草
が
小
さ
い
う
ち
は
、
除
草
効
果
も
高
く

な
り
ま
す
。
適
期
の
散
布
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
除
草
剤
散
布
後
１
週
間
は
止
水
し
、
湛
水
状

態
を
保
ち
ま
す
。

落
水
、
か
け
流
し

は
行
わ
ず
、
畦
畔

等
か
ら
の
漏
水
に

も
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

・
イ
ヌ
ホ
タ
ル
イ

や
ノ
ビ
エ
の
多
発

田
で
は
、
ア
カ
ス

ジ
カ
ス
ミ
カ
メ
の

侵
入
が
助
長
さ
れ

ま
す
。
適
切
な
本

田
除
草
対
策
は
、

『
斑
点
米
カ
メ
ム

シ
の
発
生
予
防
』

に
つ
な
が
り
ま

す
。

稲
作

田
植
作
業
～
管
理

除
草
対
策
の
徹
底

秋田県における一般的な水管理体系

深水
低温時
深　水浅　水

早期茎数確保
還元防止

5／30 6／30 7／31 8／31

浅水 落水
中干し

透水性付与 間断かんがい
高温時
（20℃）
かけ流し

溝
切
り

移

　
植

活

着

期

有
効
茎
確
保

幼
形
期

出

穂

期

減

分

期
稲体強化

（根の活力維持）

（
低
温
障
害
）

（高温時かけ流し）
間断かんがい

登熟良化

　

一
発
除
草
剤
『
メ
ガ
ゼ
ー
タ
フ
ロ
ア
ブ
ル
』

を
、「
３
，
５
０
０
円
／
10
ａ
」
で
散
布
致
し

ま
す
。
注
意
点
と
し
て
、
①
散
布
適
期
は
田

植
え
後
５
日
～
２
週
間
を
目
安
に
し
て
く
だ

さ
い
。
②
散
布
前
日
ま
で
に
、
水
深
・
最
低

５
㎝
以
上
の
水
を
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
③
生

育
の
管
理
は
自

己
責
任
で
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、

営
農
経
済
課
・

各
営
農
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
除
草
剤
散
布
申
込
開
始

　

４
月
Ｊ
Ａ
広
報
誌
へ
の
折
込
チ
ラ
シ
（
北
興

化
学
工
業
株
式
会
社
「
ダ
ッ
シ
ュ
ワ
ン
＋
エ
ー

ワ
ン
」
体
系
チ
ラ
シ
）
の
内
容
に
つ
い
て
、一
部
、

脱
字
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂

正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
知
ら
せ
（
正
誤
表
）

誤 正
※注意
初期剤の使用方法が変
わりました。田植前に初
期剤を使用する場合は、
田植前に７日間以上の
止水が

※注意
初期剤の使用方法が変
わりました。田植前に初
期剤を使用する場合は、
田植前に７日間以上の
止水が必要になります。

チラシ右下　「おススメの使用方法②
（代かき～田植が７日間以上空く方は）」の部分抜粋

訂正箇所
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